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背景と先行研究 

1. 本研究の背景 

• 観察学習（Bandura, 1971, 1977） 

• アクティブラーニング（溝上, 2014） 

2. 先行研究 

学習者は母語話者ではなく、非母語話者モデルか
らスピーチの発話や伝達を学ぶことが可能である
(Adams, 2004, p. 126).  
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本発表の目的 

1. 学習者のビデオ映像を使用した授業
実践の報告 

2. 実際に授業で使用したビデオ映像の
紹介 
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ビデオ映像の収集（2013・2014年度） 

• 岡田が担当した授業でスピーチ指導 

• 英語コミュニケーションクラス（複数） 

• スピーチ関連の指導を帯活動として導入（アイ
コンタクト、姿勢、手足の位置、文のアクセン
ト、声の大きさ） 

• スピーチ内容を暗記 

• 180-200単語で原稿作成（教師によるフィード
バック1回実施） 

 
4 



ビデオを用いた指導手順 
（2015-2017年度） 
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学習者モデルの例（合計約10分間） 

• 英語力の低い学習者モデル（2例） 

• 英語力の高い学習者モデル（2例） 

 

[ここでビデオ映像を流す] 
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学習者モデルの活用効果 

• ピア以外の学習者映像をモデルとして視聴する
と、学習者の内集団バイアス＊が排除される 

• その結果、映像をより客観的に視聴することが
可能である 

  

 

＊自分が所属している集団を所属していない集団より好

意的に評価すること 
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